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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 10月 1日 (2007.10.1)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 本 実 施 形 態 に お け る 乾 燥 棚 Ａ は 、 一 対 の 支 持 部 材 ２ の 下 方 に 水 受 け 部 ４ が 配 置 さ れ た
構 成 で あ る 。 こ の た め 、 矩 形 状 の 被 乾 燥 物 を 乾 燥 さ せ る 際 に 、 被 乾 燥 物 に 付 着 し た 水 は 、
菱 形 の 姿 勢 と さ れ た 被 乾 燥 物 の 周 縁 な い し 支 持 面 ２ ２ を 伝 っ て 下 方 に 流 れ 、 被 乾 燥 物 の 下
端 部 か ら 落 下 す る こ と に よ り 水 受 け 部 ４ の 内 部 に 確 実 に 回 収 さ れ る こ と と な る 。 し た が
っ て 、 被 乾 燥 物 を 乾 燥 さ せ る 際 に 、 床 面 が 濡 れ る と い っ た 不 都 合 が 生 じ る こ と も な い 。 ま
た 、 図 ６ に 表 わ れ て い る よ う に 、 被 乾 燥 物 の 下 端 部 は 、 一 対 の 支 持 部 材 ２ 間 の 中 央 に 位 置
す る こ と に な る た め 、 水 受 け 部 材 ４ の 短 手 方 向 Ｙ １ ， Ｙ ２ の 寸 法 を 小 さ く す る こ と が で き
、 水 受 け 部 材 ４ の 小 型 化 を 図 る こ と が で き る 。 な お 、 水 受 け 部 ４ に 回 収 さ れ た 水 は 、 排
水 口 ４ ３ か ら 図 示 し な い ホ ー ス な ど を 通 じ て 適 当 な 場 所 に 排 出 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 支 持 部 材 ２ Ａ ’ ， ２ Ｂ ’ は 、 そ れ ぞ れ ス テ ン レ ス パ イ プ な ど の ２ 本 の 棒 状 部 材 ２ ４ Ａ ’
， ２ ４ Ｂ ’ に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。 棒 状 部 材 ２ ４ Ａ ’ ， ２ ４ Ｂ ’ は 、 乾 燥 棚 Ａ ’ の 長 手
方 向 に 沿 い 、 か つ 互 い に 略 平 行 と な る よ う に 配 置 さ れ て お り 、 そ れ ぞ れ そ の 両 端 が フ レ ー
ム １ の 枠 部 １ ２ Ａ に 連 結 さ れ て い る 。 両 棒 状 部 材 ２ ４ Ａ ’ は 、 そ れ ぞ れ 異 な る 高 さ に 位 置
し 、 互 い の 中 心 を 結 ぶ 直 線 が 水 平 に 対 し て 略 ４ ５ 度 傾 斜 す る よ う に 設 け ら れ て い る 。 こ れ
と 同 様 に 、 両 棒 状 部 材 ２ ４ Ｂ ’ は 、 そ れ ぞ れ 異 な る 高 さ に 位 置 し 、 互 い の 中 心 を 結 ぶ 直 線
が 水 平 に 対 し て 略 ４ ５ 度 傾 斜 す る よ う に 設 け ら れ て い る た が っ て 、 両 棒 状 部 材 ２ ４ Ａ
’ の 中 心 を 結 ぶ 直 線 と 、 両 棒 状 部 材 ２ ４ Ｂ ’ の 中 心 を 結 ぶ 直 線 と は 、 上 方 に 開 角 す る よ う
に 互 い に 略 ９ ０ 度 の 角 度 を な し て い る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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【 ０ ０ ３ ９ 】
　 水 受 け 部 材 ４ ’ は 、 上 方 が 開 口 す る 半 割 円 筒 形 の 容 器 状 と さ れ て お り 、 長 手 方 向 に 沿 う
両 端 部 が 折 曲 成 形 さ れ 、 こ の 両 端 部 が 枠 部 １ ２ Ｂ に 係 合 す る こ と に よ り 、 水 受 け 部 材
は フ レ ー ム １ に 支 持 さ れ て い る 。
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